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本研究の目標は、そもそも刑法さらには法一般と道徳との関係がいかなるものであるか、という問
題について、道徳哲学(倫理学)や心の哲学における基本的な論争点に踏み込んで検討を加えたうえ
で、刑法学の基礎理論を再構築することにある。
こうした問題意識から、前年度においては、道徳哲学やメタ倫理学における基本的な論争的問題、
具体的には、道徳的実在論と道徳的構成主義との論争、認知主義と非認知主義との論争、さらには道
徳的一般主義と道徳的個別主義との論争などについての批判的な検討を踏まえて、刑法における法治
国家的原理や人権論についても考察を加えた。
本年度は、こうした論争的問題に関する考察に加えて、心の哲学における論争点についても、従来
の研究成果を土台としつつ、更なる探究を試みた次第である。すなわち、心の哲学における心身問題、
心的因果作用の問題、さらには自由意志向題を取り上げ、検討を加えた。とりわけ法治国家的原理の
観点から重要な意味をもついわゆる責任刑法は、人間の自由意志を根拠としてはじめて個人に対して
責任非難を加えることができるものである、との前提に依拠している。
しかし、近時、一部の研究者が、脳科学の理論的成果を踏まえて自由意志の存在に異議を唱えてい
るのである。そして、そうした見解が、果たして理に適ったものであるのかという点について、哲学、
自然科学(神経科学)、法学(とりわけ刑法学)の間で学際的な論争が巻き起こっているのである。
このような自由意志論争については、決定論を前提として自由意志の存在を認めない自由意志否定
論、決定論と自由意志とは両立し得るとする決定論的両立論、非決定論を前提として自由意志を肯定
する強い自由意志論などが主張されている。それゆえ、そこでは決定論と非決定論との論争問題につ
いて、まずは主題的に検討することが必要となる。
そこで、本年度のわたくしの主要な検討対象の一つは、そもそも非決定論というものが理論的に成
り立ち得るのか、という問題に関わるものであった。この点について、例えばドイツの哲学者ゲエル
ト・カイルは、従来の非決定論に関わる問題点について詳細な検討を加えたうえで、非決定論に対す
る攻撃に対抗し得る自由意志論の構築を試みている。しかし、こうした試みがうまくいったものであ
るか否かについては、慎重な検討が必要である。
さらに、自由意志問題にアプローチするためには、そもそも哲学的人間学的な考察が必要不可欠で
ある、とわたくしは考えている。つまり、そもそも人間の心を物質に還元したり、あるいは還元でき
なければ消去したりするといった見解(物理主義)が有力に主張されている。しかし、そうした見解
は、果たして理に適ったものであろうか。本年度は、そうした見解についても、徹底した批判的な考
察を加え、わたくし自身の基本的な構想を組み立てることができた、と考えている。
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